










ビ次の【 あ】～【お】について，それぞれに与えられた｛ ｝内の語（句）を文脈に合うよ

うに並べ替えるとき， 1 ～ 10 に入るものを記号で答えなさい。

[A] 

It might seem unbelievable, but researchers can grow organs in the laboratory. There are

patients walking around with body parts【あ】doctors out of a patient's own cells.

There is a pressing need. A shortage of available organs means many die on waiting lists

and those that get an organ must spend a lifetime on immunosuppressant drugs* to avoid

rejection. The idea is that using a patient's own stem cells* to grow new body parts avoids

the whole issue【い】for a donor.

く注＞ immunosuppressant drug 免疫抑制剤 stern cell 幹細胞

【あ】 ー 2

 
{A. been / B. by / C. have / D. which / E. designed and built}

【し)】 3-----

{A. rejection / B. as / C. of / D. waiting / E. as well}

[BJ

While patients are in hospital, the hospital ward* becomes their home. This is where they

eat and sleep. When they are feeling better, this is where they have【う】other patients.

Many people find【え】 to life on the ward. There are many rules which they have to

obey. Often, eve1-yone has to get up at the same time. At night all the lights go off at a

certain time, too. Sometimes patients can only have a bath once every two days.

It is not surprising that many patients become frustrated with the rules. Our job is to

explain the reason for the rules【お】why they must or must not do things. Often we can

explain the rules with a joke, but in the end, we have to explain that "rules are rules."

く注＞ hospital ward 病棟

【う】 ＿＿＿＿＿二

{A. with / B. make / C. visitors / D. friends / E. and}

【え】 7 8
 

{A. to / B. used / C. it / D. quite difficult / E. get}

【お】 ，

 

10

{A. the patients / B. understand/ C. that / D. can/ E. so}
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("Will we ever grow replacement hands?" by James Gallagher 
https://www.bbc.com/news/health-16679010 (from BBC News at bbc.co.uk/news) )

（古閑博美ほか『The English first-aid box』, 弓プレス, 1997）









（"Are the police tracking your calls?" by Catherine Crump. Courtesy CNN.　
　https://edition.cnn.com/2012/05/22/opinion/crump-cellphone-privacy/index.html）









face-to-face contacts, if you can't understand someone's gestures or expressions, it's a 

good idea to simply ask what he or she means. 

[ 6] Because body language is subconscious, people tend to be unaware of the messages

they're sending to others. So before dealing with people from other cultures, consider

your own body language. The last thing you wa11tJg___Q__Q_js to anger a friend over a

misunderstandi撃• Being knowledgeable about the body language of friends, clients, and

colleagues - as well as your own unspoken messages - �()_11g_"\Y§:_Y towards

!!!!_�g u11cl<2r�t� and avoiding miscommunication.

く注＞ Baltimore ボルチモア（米国チェサピーク湾の近くに位置する， メリーランド州

最大の都市） ltinesic communication 姿勢や（無意識の）動作によるコミュ 

ニケーション slumped 前かがみな the Lebanese レバノン人

1. ( 1 ) ～ （ 5 ）に入る最も適切なものをそれぞれ1つずつ選び， 記号で答えなさい。

（ 1 ) : A. human B. traditional C. non-verbal D. complex

（ 2 ) : A. depression B. confidence C. regret D. sorrow

3 ) : A. easy B. amazing C. impossible D. hard

（ 4 ) : A. diverse B. fascinating C. indirect D. straightforward

（ 5 ) : A. unfamiliar B. poor C. com1non D. strong

2. 第4段落の下線部It shows interest in what they're sayingが表す内容として最も適切なも

のを1つ選び， 記号で答えなさい。

A. 相手の目を見つめる行為は文化ごとに意味が異なり， それゆえいっそう会話によるコミュ

ニケーションが魅力的なものになっていること

B. 話し手は聞き手の目を見て話すことで， 聞き手の興味をより引き付けられるのがわかった

こと

C. 会話の参加者たちは 一般に， 会話のやりとりが円滑に進むことに関心があり， 協調的であ

るように思われること

D. 聴者が話者の目を見て話を聞くのは， 話者に対して話の内容に関心があるのを示している

こと

- l1 - ◇Ml (582ー12)

（Andrew E. Bennet『Reading fusion 1』,南雲堂,2011）















設 問 1
E ハ ッ キ

D  
C コ ッ シ

B
A

 

ヘ イ タ ン

て き た も の
、

|

1 8

ー

そ れ を 引 き 受 け る こ と も
、

や は り 人 の 運 命 の う ち に 含 ま れ て い る
。

ど の よ う な 環 境

D

に 育 っ た か
、

〔 D 〕 ど の よ う な 教 育 を 受 け て き た か に よ っ て
、

私 た ち は 多 く の 能 力 を ソ ウ シ ッ

E  

し
、

あ る い は ハ ッ キ す る 機 会 を 与 え ら れ ず
、

知 る こ と も な い
。

私 た ち が 何 を 行 う か
、

あ る い は 行

い た い と 思 う か は
、

親 に 対 す る 反 発 も 含 め て
、

両 親 の 意 図 に 大 き く 左 右 さ れ る
。

遺 伝 的 な プ ロ グ

ラ ム と か
、

遺 伝 子 コ ー ド と い う 言 葉 を 使 う な ら ば
、

両 親 の 教 育
、

環 境 に よ り
、

あ る 種 の プ ロ グ ラ

ム は 活 性 化 さ れ な い
。

ま た あ る 種 の コ ー ド は 封 印 さ れ て
、

別 の コ ー ド の 情 報 を 常 に 〔
E  〕

、

茶 道

刺 激 が 与 え ら れ て い る 場 合 も あ る
。

親 が 幼 児 の う ち か ら 音 楽 の 英 オ 教 育 を 施 す 場 合 が そ う だ ろ

私 た ち が 運 命 と し て 現 実 に 引 き 受 け て い る も の に は
、

他 人 の 行 為 の 結 果 も ま た 多 分 に 含 ま れ て

い る の だ
。

他 人 の 意 図 的 な 行 為 の 結 果 と
、

運 命 と し て 与 え ら れ た も の と い う 線 引 き は
、

聞 え は い

い が
、

実 際 に 明 確 に 区 切 る こ と が で き る よ う な も の で は な い の で あ る
。

知 ら な い こ と の 権 利 説 も
、

ま た 難 点 を 含 ん で い る
。

こ の 見 解 で は
、

自 分 自 身 の 人 生 が 既 に 歩 ま

れ て し ま っ て い る と か
、

決 め ら れ て し ま っ て い る と 感 ず る 心 理 的 負 担 を 強 調 す る が
、

こ れ は
、

ト ・ ク ロ ー ン と し て 生 ま れ て く る 人 間 の 専 売 特 許 で は な い
。

親 が 政 治 家 や 医 者
、

あ る い は 茶 道 の

家 元 で
、

子 供 に も そ う な る こ と を 望 む 場 合 に も 同 じ く 当 て は ま る
。

帝 王 学 を 施 さ れ る イ ギ リ ス 王

家 や 天 皇 家 に 生 ま れ る こ と も
、

ま た 同 じ 問 題 を 抱 え る
。

本 人 が そ う 感 じ る 時 期 が あ っ た
、

あ る い

は あ る と い う の は
、

充 分 察 す る こ と が で き る
。

主 観 的 に 自 分 の 人 生 は 決 ま っ て し ま っ て い る と 感

ず る 点 で は
、

ヒ ト ・ ク ロ ー ン と し て 生 ま れ た 子 の 場 合 と 異 な ら な い は ず で あ る
。

〔

の 未 来 の 家 元 も
、

皇 太 子 も ひ ど く 非 人 間 的 な 扱 い を 受 け て い る こ と に な る か ら
、

と 同 じ く
、

王 家 も 家 元 制 も 禁 止 し な け れ ば い け な い の だ ろ う か
。

知 ら な い こ と の 権 利 説 は
、

遺 伝 子 決 定 論 に 基 づ か な い 議 論 を 組 み 立 て て い る が
、

そ う す る こ と

で
、

後 か ら 生 ま れ て く る 者 が 陥 り や す い 心 理 的 な 障 害 や 圧 迫 と い う
、

て し ま う
。

そ う な れ ば
、

゜（ つ

文 中 の 以 下 の カ タ カ ナ を 文 意 に 合 う よ う に 漢 字 で 書 き な さ い
。

ユ ウ セ イ セ イ シ ョ ク

ソ ウ シ ッ

ヒ

ヒ ト ・ ク ロ ー ン

よ り 一 般 的 な 問 題 に 変 化 し

ヒ ト ・ ク ロ ー ン に 限 っ た 問 題 で は な く な っ て し ま う の だ
。

◇ M l  ( 5 8 2

| 1 9 )  

d  〕 す る

（ 村 松 聡 『 ヒ ト は い つ 人 に な る の か 』 日 本 評 論 社 、 二 〇 〇 一 ）













五 月
、

| 2 4 ー ー

父 ・ 源 右 衛 門 が 衆 議 院 議 員 に 当 選
。

一 九 ― 二 年 （ 明 治 四 十 五 ・ 大 正 元 ） 三 歳

ケ に 文 字 や 道 徳 な ど を 教 わ っ た
。

不 思 議 な こ と だ が
、

十 四 歳 で 読 ん だ 時 と 同 じ 映 像 が
、

衣 の 柄
、

夫 の 駐 在 さ ん の 顔
、

三 人 が 歩 い て い る 海 岸 の 松 の 木 の 形 ま で 同 じ な の で あ る
。

太 宰 の 文

章 に は た だ 「 う み ぎ し 」 と あ る だ け で あ る
。

そ の 影 に 隠 れ る よ う に 「 わ た し 」 が 立 っ て い る
。

の 浴 衣 に 麻 柄 を ほ ど こ し
、

女 の 子 の 赤 い ワ ン ピ ー ス を ハ イ ウ エ ス ト の ち ょ う ち ん 袖 に し た の か
。

そ し て な ぜ 三 十 四 年 間 も そ の イ メ ー ジ は 不 変 な の か
。

私 は い ま だ 思 春 期 の 想 像 力 を 越 え ら れ な い

よ う だ
。

【 資 料 2 】

一 九 0 九 年 （ 明 治 四 十 二 ） 0 歳 ―

六 月 十 九 日
、

青 森 県 北 津 軽 郡 金 木 村 （ 現 ・ 五 所 川 原 市 金 木 町 ） に 生 ま れ る
。

戸 籍 名
、

津 島 修 治
。

一 九 ― 一 年 （ 明 治 四 十 四 ） 二 歳 一

女 中 ・ 近 村 タ ケ （ 十 三 歳 ） が 年 季 奉 公 と し て 住 み 込 み
、

太 宰 の 子 守 を す る よ う に な る
。

太 宰 は タ

文 章 を 削 ぎ 落 と し た 短 編 で あ る ゆ え に
、

か で 繋 が っ て い る 気 が す る
。

一 編 の 美 し い 映 画 を 観 た よ う な 読 後 感 が 残 っ た
。

一 人 の 生 活 者 と し て 地 に 足 の 着 い た 中 年 婦 人 と し て 目 の 前 に 現

わ れ 「 絵 の よ う に 美 し く 並 ん で 立 っ て い た 」
。

そ の こ と を
、

大 宰 は 「 勝 利 」 と 呼 ん だ
。

そ れ は
、

で 言 う と こ ろ の 「 勝 ち 組
、

負 け 組 」 の よ う な 勝 利 で は な い
。

が 美 し い の か
。

い ま
、

い ま

こ の 短 い 文 章 の な か に
、

太 宰 治 と い う 人 間 の 美 意 識 が ぎ ゅ っ と 詰 っ て い る
。

ど の よ う な 有 り 様

そ の 美 を こ れ ほ ど に 賛 美 で き る 存 在 が い な い こ と は
、

人 の 心 の 荒 廃 と ど こ

中 学 二 年
、

十 四 歳 の と き に 太 宰 の 「 人 間 失 格 」 を 読 み
、

虚 空 に 突 き 飛 ば さ れ 浮 遊 し て い る よ う な

衝 撃 的 な 読 書 体 験 を す る
。

以 降
、

図 書 館 に あ っ た 太 宰 の 作 品 を 読 み 漁 り
、

「 黄 金 風 景 」 が 特 に
、

文 章 で は な く 映 像 と し て 目 に 焼 き 付 い た ま ま 現 在 に 至 る
。

汗 だ く で 絵 本 の 兵 隊 を 切 り 抜 く お 慶
。

家 族 三 人 の 浴 衣 姿
。

街 を あ て も な く さ 迷 う 私
。

そ し て タ

暮 れ の 海 岸 の 黄 金 風 景
。

す べ て が 映 像 と な っ て 想 起 さ れ る
。

文 章 を 読 み な が ら 頭 の 中 の ス ク リ ー

ン で 映 像 が 同 時 上 映 さ れ て い た
。

そ の な か で な ぜ か こ の

そ の 映 像 が あ ま り に 鮮 明 だ っ た か ら
、

こ の 作 品 は 私 の お 気 に 入

E

り な の だ
。

描 写 が 簡 潔 で あ れ ば あ る ほ ど
、

映 像 を カ ン キ す る 力 が 強 い
。

う す の ろ だ っ た 女 中 が 結 婚 し
、

四 十 八 歳 に な っ た 今 も 浮 か ぶ
。

お 慶 の 浴

そ れ な の に 私 の 映 像 で は 枝 の よ じ れ た 松 の 木 が あ り
、

い っ た い
、

私 の 無 意 識 は ど の よ う な 事 情 で
、

お 慶

◇ M l  ( 5 8 2

- 2 5 )  

（ 田 口 ラ ン デ ィ 「 黄 金 風 景 - 鮮 明 な 映 像 を 喚 起 す る 文 章 」 都 市 出 版 、 二 〇 〇 八 ）







設 問 2

設 問 1
(3

)
す
。

(2
) 

(1
)

文 中 の 傍 線 部 ① の そ も そ も の 発 端 と な っ た 病 の 名 前 を ひ と つ 漠 字 で 書 き な さ い
。

文 中 の 傍 線 部 ② の 場 所 に 移 っ た の は い つ か
、

そ の 年 を 西 暦 （ 漠 字 表 記 ） で 書 き な さ い
。

文 中 の 傍 線 部 ③ の 頭 文 字 「 k 」 が 指 し て い る 場 所 の 名 称 を 漢 字 で 書 き な さ い
。

な お
、

五

文 字 以 下 の 固 有 名 詞 部 分 の み 記 す こ と
。

行 政 区 分 （ 都 道 府 県 郡 市 町 村 の 部 分 ） は 不 要 で

き つ つ
、

以 下 の 問 に 答 え な さ い
。

太 宰 治 の 小 説 は 創 作 で は あ り ま す が
、

自 身 の 体 験 に 基 づ く も の が 多 数 あ り ま す
。

こ の 作

品 も そ う し た 作 品 の ひ と つ と 考 え ら れ ま す
。

こ の 事 実
、

な ら び に 【 資 料 1 】 【 資 料 2 】 に 基 づ

F キ ソ

E カ ン キ

D  荒 ん だ （ 二 箇 所 と も ）

c 怒 声

B ク ッ ジ ョ ク

A チ ョ ウ ボ

| 2 7 ー

み （ 送 り が な を 含 む ） を ひ ら が な で
、

そ れ ぞ れ 書 き な さ い
。

※ 体 裁 を 一 部 改 変 し た
。

文 中 の 以 下 の A . B . E . F の カ タ カ ナ を 文 意 に 合 う よ う に 漢 字 で
、

和 二 十 五 年 十 一 月
、

市 制 施 行 に よ り 三 鷹 市 へ ）
。

四 円 ）
、

近 所 に 住 む 亀 井 勝 一 郎 と 親 交 を 深 め る
。

九 月
、

東 京 府 北 多 摩 郡 三 鷹 村 下 連 雀 百 十 三 番 地 に 転 居 （ 六 畳
、

一 九 四 0 年 （ 昭 和 十 五 ） 三 十 一 歳 一

二 月
、
「 中 央 公 論 」 に 「 駈 込 み 訴 え 」 を 発 表
。

美 知 子 と 入 籍
。

町 制 が 施 行 さ れ
、

ン ク ー ル に 「 黄 金 風 景 」 が 当 選
、

賞 金 五 十 円 を 得 る
。

四 月
、
「 文 學 界 」 に 読 者 か ら の 日 記 を も と に し た 作 品 「 女 生 徒 」 を 発 表
。
「 国 民 新 聞 」 の 短 編 小 説 コ

り
、

規 則 的 に 安 定 し た 執 筆 生 活 を 送 る
。

一 九 三 九 年 （ 昭 和 十 四 ） 三 十 歳 一

一 月
、

甲 府 市 御 崎 町 の 新 居 に 移 転
。

杉 並 の 井 伏 宅 で 石 原 美 知 子 と の 結 婚 式 を 挙 行
。

甲 府 に 戻

四 畳 半
、

三 畳 の 三 間
。

家 賃 二 十

三 鷹 町 と な る （ 昭

ま た
、

C . D の 読

◇ M l  ( 5 8 2

| 2 8 )  

（ 橋 本 信 之
　　

年 譜
　

太 宰 治 の 生 涯 『 東 京 人 』 二 〇 〇 八 年 十 二 月 増 刊 号 、 p76-79 ）










